
(1)　取り出した 2 個の球の色が異なるのは

　ⅰ)　袋 A から赤球，袋 B から白球を取り出す

　ⅱ)　袋 A から白球，袋 B から赤球を取り出す

　の 2 つの場合である。

　よって， 
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 　　　　　　　　 …[答]

(2)　4 個の球の色がすべて同じであるのは

　ⅰ)　袋 A から赤球 2 個，袋 B から赤球 2 個を取り出す

　ⅱ)　袋 A から白球 2 個，袋 B から白球 2 個を取り出す

　の 2 つの場合である。

　よって， 
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 　　　 　…[答]

(3)　袋 A の白球の個数が 4 個になるのは

　ⅰ)　袋 A から赤球 2 個を取り出し，袋 B から赤球 2 個を取り出し袋 

　　 A に入れる

　ⅱ)　袋 A から赤球，白球 1 個ずつ取り出し，袋 B から赤球，白球 1 

　　個ずつ取り出し袋 A に入れる

　ⅲ)　袋 A から白球 2 個を取り出し，袋 B から白球 2 個を取り出し袋 

　　 A に入れる

　の 3 つの場合である。

　袋 B から取り出すとき，袋 A からの 2 個が増えていることを考えて 
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 　　　　　　　　　　　　　 　…[答]
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(1)　正弦定理より
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=
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=2･1 

　よって，

　　 BC=2sina  ， CA=2sinb  ， AB=2sinc  

　したがって，

　　 S=
1

2
･BC･CA･sinc  

　　   =2sina ･sinb ･sinc  　　　　　　  　　　　　　　　　  　…[答]
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　したがって，

　 2b-
5

6
p=0 のとき，

　ようするに， b=
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　 S は最大値 
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 　　　　　　　　　　　　　　　　　　   …[答]

(3)　 a=b より

　　 c=p-2a 

内接円の半径が r より

　　 
1

2 0AB+BC 1+CA r=S 
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(1)より

　　 
1

2 02sina+2sinb 1+2sinc r=2sinasinbsinc  

　　 02sina 1+sin 0 1-p 2a r=2 2sin a sin 0 1-p 2a  

　　 02sina 1+sin 2a r=2 2sin asin2a  

　　 02sina 1+2sinacosa r=4 3sin acosa  

　　 sina 01 1+cosa r=2sina 01 1- 2cos a cosa  

0<a<
p

2
 より

　　 r=201 1-cosa cosa

　　   =-2 2cos a +2cosa  

　　   =-2
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0<cosa <1 より
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3
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3
 ， c=
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3
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r は最大値 
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2
 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　…[答]
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 (1) 　 xlog y >0 

x 

 y

 O 1

1

　 (i)　 0<x<1 のとき 0<y<1

 　(ii)　x>1 のときy>1

　　点 0 1x,   yの範囲は図の斜線部分。

　　ただし境界線は含まない。　　　　　　　　　　　　　　　  …[答]

 (2)　 xlog y =t とおくと t'0 

　　　 xlog y +
3

xlog y
-4<0 

　　より　 t+
3

t
-4<0 

　　両辺に 2t  をかけると

　　  3t -4 2t +3t<0

　　 t0t 1-1 0t 1-3 <0 

　　よって t<0 ， 1<t<3 

　　 xlog y <0 ， 1< xlog y <3

　　 xlog <y xlog 1， xlog x < xlog y < xlog 3x  

　 (i) 　 0<x<1 のとき　 y>1 ， x>y> 3x  

x 

 y

 O 1

1

y=xy=x 3
　 (ii) 　1<x のとき 0<y<1 ， x<y< 3x  

　　点 0 1x,   yの範囲は図の斜線部分。

　　ただし境界線は含まない。　　　　　　　　　　　　　　　  …[答]
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(1)　 y=f0 1x  上の点P 0 1t，f0 1t  における接線の方程式は

　　 f -0 1x =
2x

2
0 1-1 2x

なので
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=
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　これが原点を通ればよいので
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2
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=0 　　

　+　
2t =

1

3
 より t=$

1

U3
 

　これは -1<t<1 を満たす。

 …[答]

　よって，求める接線の方程式は

　　接点 8 9
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3
，
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2
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(2)　 f -0 1x =
2x

2
0 1-1 2x

 より

　　f -0 1x =0とすると x=0 なので増減表は次のようになる。
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.x -1 0
lim f0 1x =+* 

　　

　　　　　　　　　　　　　　　　　　図形 D は図の斜線部分。

　　 f0 1-x =f0 1x なので図形 D は y 軸に関して対称である。
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　　よって，求める図形 D の面積 S は
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 　　　　　　　　　　　　              …[答]

(3)　 図形 D を y 軸のまわりに１回転させてできる立体の体積 V は
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